
******************************************************************************* 

日本産業洗浄協議会 メールマガジン 第 114 号       

******************************************************************************* 

メールマガジン第 114 号をお送り致します。 

今月は、 

（1）トピックス   :【ご報告】2024 年新年懇親会開催。 

:【ご報告】第 31 回 JICC 洗浄大学 産業洗浄中級講座を開催。 

:【お知らせ】洗浄技術セミナー開催【予告】 

（2）連   載   :東西対決 「田端駅」 （ペンネーム：NK） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（１）トピックス： 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

【ご報告】2024 年新年懇親会が盛況のうちに開催されました。 

 2024 年１月 17 日東京グランドホテル「芙蓉の間」にて新年懇親会を開催しました。 

 今回はコロナ禍の関係で４年ぶりの開催となります。 

 経済産業省から 5 名の来賓をお招きし、ご挨拶を頂きました。 

日刊工業新聞社から献杯のご発声をいただき、 会員の方々も 

多数ご出席頂きました。 

久しぶりの開催でもあり、出席者の皆様に懇親を深めて頂き、 

盛況のうちの行われました。 

 

 【ご報告】第 31 回 JICC 洗浄大学 産業洗浄中級講座を開催。 

  2024 年１月 22 日（月）日刊工業新聞社 東京本社セミナールームにて開催しました。 

今回は 

「塩素系溶剤の適正使用と法規制概要」 

「洗浄概論、基本的な洗浄システムと安全対策」 

「評価をするにあたって（洗浄評価と洗浄度評価）」 

「洗浄工程の構築のための機械力の理解」の講義があり、熱心 

に聴講頂きました。 

 

【お知らせ】洗浄技術セミナー開催【予告編】 

コロナ禍で長らく中断いたしておりました JICC 洗浄技術セミナーを 2019 年以来 5 年 

ぶりに開催することとなりました。 

第 40 回の JICC 洗浄技術セミナーは、ファインマシーンカタオカ㈱殿にて日刊工業新聞 



社と共同で開催致します。 

今回のテーマは ～水系洗浄の洗浄技術と実機見学～ と致します。 

1. 講習内容 

＊座学による講習 

ファインマシーンカタオカ㈱殿による水洗浄システムの理論と応用例の説明と、水洗浄の要 

素技術である界面活性剤などの化学力及びシャワー、超音波・シャワーなどの物理力による 

洗浄のメカニズムについてわかりやすい講義を予定しております。 

＊実機見学 

ファインマシーンカタオカ㈱殿のテクニカルセンターにて最新の水系洗浄機がそろっており 

ます。具体的には、スルータイプ洗浄機、シャトルタイプ洗浄機、吸引トルネードシステム、 

テーブル回転式洗浄機などのデモ機の稼働状態の見学を予定しております。 

2. 定員 

40 名の少人数となりますので、お早めのお申込みをお勧め致します。 

3. 申し込み 

プログラムが決定次第、ホームページからお申込みページをご案内いたします。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（2）連載：東西対決 「田端駅」  （ペンネーム：NK） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

田端駅 

山手線は埼玉県大宮から神奈川県横浜を結ぶ京浜東北線と一部並行して走っています。 

南は品川で並行して走り始め、北は大宮方面と新宿方面に分かれ 

る田端までが平行して走る区間であることはすでにご存じかと 

思います。 

１日の乗車人員は 37000 人ほどですが、乗車人員と山手線・京 

浜東北線の乗り換え人員を含む利用者数だと、約 83000 人ほど 

になるそうです。 

その田端駅のそばに田端文士記念館があります。田端文士記念館 

は明治中期から昭和の終戦の頃まで著名な作家、芸術家が住んで 

いたこの近辺を紹介する記念館です。 

田端は芸術家や文豪のゆかりの地だったのです。 

明治期には上野に東京美術学校（現東京芸術大学）が開校し、上 

野に近い田端のあたりに画家や陶芸家、彫刻家といった人たちが 

移り住んできました。これらの芸術家を中心にポプラ倶楽部という社交場も作られ、明治期 



には芸術家村となったようです。 

大正期には芥川龍之介、室生犀星が住むようになると、二人を中心に萩原朔太郎、菊池寛、 

堀辰雄も集まり、田端は文士村の一面を持つようになりました。彼らは当時まだ 20 代から 3 

0 代だったそうですから、熱い思いを持って互いに切磋琢磨したことでしょう。 

 

次回は西日暮里です。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

最後までご覧いただきありがとうございました。今後ともご愛顧のほどよろしくお願い 

致します。  

▼≪配信停止≫をご希望の方は、お手数ですが以下をクリックし、その旨ご記入いただ 

き送信下さい。▼ 

sskjicca@jicc.org 

 

▽お送りしたこのメールは、送信専用ですのでこちらには、返信しないで下さい。▽ 

 

mailto:sskjicca@jicc.org

